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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗：改善　↘：悪化　→：変化なし　―：数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位：千円、人）

地域

ha

地域森林計画の樹立

測量成果等に基づく森林計画図

等の反映面積（累計）

1

49,276

1

49,008

1

49,397

→

↗

森林法で定められた事項であるため、樹立が必要な１地域を目

標として設定した。

測量成果の反映に膨大な件数の森林計画図等を修正する必

要があり、単年度に反映可能な面積を設定した。

①

②

達成

達成

1

49,197

→

↗

単位

ha 406

年／

年度
数値

達成

状況
目標値設定理由

達成目標

（☆印が付いているものは主要目標）

☆民有林における造林面積

実績 実績 推移

No. 施策分野（施策の総合的展開名）
目標

年／

年度
数値

2027

(R9)
1,000

年／

年度
数値

2025

(R7)
538

直近３か年の状況
年／

年度
数値

2024

(R6)

2023

(R5)
434

課・室 森林政策課

実施期間 S26 ～

R7年度

実績 推移

【森林ＧＩＳによる森林計画図、空中写真の表示】

単位
R5年度 R6年度

No. 指標名
R7年度

目標値

持続可能な脱炭素社会の創出1-1①

事業番号 10 01 02 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

・森林計画制度に基づく適切な森林の維持管理を進めるためには、市町村に対して必要な指導を行うとともに、森林資源情報（森林

簿等）の整備を通じて利用期を迎えている木材資源の活用を図る必要がある。

・このため、民有林を対象に地域の森林・林業の特徴に応じた森林整備等の目標や基準、指針を定めた地域森林計画を規範として

持続的な林業経営・森林管理が展開できるよう、計画制度の適切な運用を図る必要がある。

・地域森林計画は、全国森林計画に即し、民有林について県内５つの区域別に５年ごとに10年間を1期として立てる計画。県の森林

関連施策の方向性や伐採、造林などの森林整備の目標等を定め、市町村は市町村森林整備計画の策定に当たっての指針とする。

・森林資源情報を最新の状況に更新することで、市町村の実施する森林整備の取組を支援する。

①地域森林計画の樹立

・地域森林計画を作成するための編成調査及び空中写真等を活用した森林現況変化の把握を実施

・森林審議会及び現地検討会を実施

②測量成果等を森林計画図等へ反映し精度を向上

・森林以外への転用や植林等に伴う森林域の増減、施業実施箇所の把握のため空中写真撮影を実施

・測量成果等を森林計画図等へ反映し、森林資源情報を整備

・一元管理された森林情報を活用して政策立案、分析、検証等を実施

E-mail rinsei pref.nagano.lg.jp
事　業　名 地域森林計画編成事業

部局 林務部

0 54,276 17 54,293 34,882 51,679 4.0

4.9

R6年度 0 73,683 △ 55 73,628 34,591 72,895 4.8

R5年度 0 97,860 △ 26,712 71,148 33,011 69,515

R7年度

区分
予算額

決算額 職員数
前年度繰越 当初予算 補正予算等

合計

（予算現額） うち一般財源



７　主な取組実績と成果

８　成果指標の達成状況に関する要因分析

９　今後の事業の方向性

事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

事　業　名 地域森林計画編成事業 部局 林務部 課・室 森林政策課

1,372㎢の空中写真測量等を実施し、森林区域の転出・転入区域を

把握・協議し、修正が必要な箇所及び測量成果等を取得した約120ha

の森林資源情報を森林計画図等に反映し、整備した。

事業番号 10 01 02

R7年度推移 → 達成状況 達成

達成状況 達成

①地域森林計画の樹立

県の指導・支援のもと、中部山岳地域森林計画区の13市町村で、地域森林計画に沿った市町村森林整備計画が樹立された。

また、森林計画制度改正に伴う市町村での手続きの変更点について説明会を実施するとともに、市町村による森林所有者等への森林

計画制度遵守の指導や、適切な運用が図られるよう支援を行った。

②測量成果等を森林計画図等へ反映し精度を向上

地域森林計画の樹立 R6年度推移 →

測量成果等に基づく森林計画図等の反映面積（累計） R6年度推移 ↗ R7年度推移 ↗

(1) 上記７、８及び県民の意見等を踏まえた課題

・地域森林計画を指標として市町村が森林整備を推進していくため、市町村職員等関係者の制度への理解を深めるとともに、地域森

林計画に沿った森林整備の実行や現場状況を基に変更を行う等職員による適切な運用を行う必要がある。

・適切な森林管理を実施するためには、今後も継続的に精度の高い測量成果等を森林計画図へ反映することが必要である。

(2) 事業改善の方策

・森林簿等の森林資源情報の整備や森林ＧＩＳの改修、制度研修等を通じて、市町村業務の支援を行う。

・測量成果等を効率的に森林計画図に反映するためのシステム改修等により、森林情報の精度を高める。

指標 ①

指標 ②

空中写真測量等の成果から取得した森林以外への転用、植林等に起因する森林の増減データや、国土調査などの精度の高い測量

成果を用いて、森林計画図の更新作業を行い、現況森林への反映作業を実施した。

13市町村とのヒアリング等を通して地域の特徴・特性を踏まえた内容調整・協議により、森林整備を推進する計画の樹立を支援。

計画内容の実行監理を担う、森林の土地所有者届や伐採造林届の受理、林地台帳の運用等の説明会を77市町村向けに実施。

測量成果による森林計画図への反映状況



実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 森林整備地域活動支援事業
森林経営計画作成等を進めるための地域活動に対する支援交付金

森林経営計画作成促進　652ha

5 森林整備地域活動支援事業

No. 細事業を構成する主な取組

細事業

No.
細事業名

1 森林情報基盤整備事業

・市町村森林整備計画編集ツール実装改修

・森林現況の高度把握及び森林簿等の精度向上・改修委託

測量成果等の森林計画図等への反映面積 　約120ha

細事業

No.
細事業名

森林ＧＩＳシステムの運用・保守
森林ＧＩＳシステムの保守支援の外部委託、ハードウェアの賃借及び保守委託

運用、保守、使用料　５年２ヶ月（R6.2～R11.3）

No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

細事業

No.
細事業名

3 森林地理情報システム運用業務

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

1 空中写真測量業務
地域森林計画の樹立に必要な空中写真の撮影委託

千円 千円

木曽谷・伊那谷森林計画区　1,372k㎡

2 地域森林計画編成調査
空中写真等を活用した森林の現況確認調査直接

中部山岳地域森林計画の樹立

No.

実施方法

細事業

No.
細事業名

2 地域森林計画樹立

直接

R5年度

決算額

R6年度

決算額

R7年度

決算額

18,759 18,861 17,662

森林審議会

No.

1

部局 林務部 課・室 森林政策課

令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

地域森林計画の計画案を審議するための審議会の開催

森林審議会（本会）１回、現地検討会１回

事　業　名 地域森林計画編成事業

事業番号 10 01 02 細事業一覧（令和７年度実施事業分）

R5年度

決算額

346472363

千円千円千円

細事業を構成する主な取組

森林審議会

□当初要求　□当初予算案 　□補正予算案　■点検

1

細事業

No.

R7年度

決算額

R6年度

決算額
細事業名

34,538 14,866

千円 千円 千円

No.

4

1

森林情報基盤整備事業

細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（実績）（上段：事業概要、下段：活動によるアウトプット）

R5年度

決算額

R6年度

決算額

R7年度

決算額

1,965 4,503 3,949

千円 千円 千円

千円

R5年度

決算額

R6年度

決算額

R7年度

決算額

13,295 14,521 14,856

千円 千円 千円

R5年度

決算額

R6年度

決算額

R7年度

決算額

35,133


